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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

事
業
の
拡
大
や
多
角
化
に
よ
っ
て

経
営
基
盤
の
強
化
を

訪
問
・
通
所
介
護
を
運
営
す
る
法
人
の
4
割
超
が
赤
字
経
営
で
あ
る
こ
と
が
、日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研
究
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、明
ら
か

に
な
っ
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
な
か
で
、保
険
外
サ
ー
ビ
ス
へ
の
新
規
参
入
の
意
向
を
も
つ
企
業
が
48
・０
％
と
い
ま
だ
少
な
い
こ
と
が
判
明
。事
業

の
拡
大
や
多
角
化
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
合
研

究
所
は
1
月
26
日
、「
訪
問
・
通

所
介
護
事
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」に
関
す
る
結
果
の
概
要

を
発
表
し
た
。
同
研
究
所
は
、

昨
年
10
月
、
訪
問
・
通
所
介
護

を
営
む
法
人
1
万
２
３
３
３
社

を
対
象
に
、
経
営
実
態
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

う
ち
２
８
８
６
社
か
ら
回
答
を

得
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

訪
問
・
通
所
介
護
事
業
の
い
ず

れ
も
、
４
割
超
の
企
業
が
赤
字

経
営
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
訪
問
介
護
で
黒
字
の

企
業
は
全
体
の
52
・
４
％
。
残

り
47
・
６
％
が
赤
字
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
も
従
業
員
４
人
以

下
の
企
業
は
赤
字
割
合
が
56
・

９
％
と
高
い
。
通
所
介
護
に
つ

い
て
も
、
黒
字
の
企
業
は
全
体

の
57
・
３
％
で
、
残
り
42
・
７
％

の
企
業
が
赤
字
で
あ
っ
た
。

昨
年
4
月
の
介
護
報
酬
改
定

に
よ
り
、
報
酬
が「
増
え
た
」と

い
う
企
業
は
全
体
の
８
・
８
％

で
、「
減
っ
た
」と
答
え
た
企
業

は
57
・
６
％
で
あ
っ
た
。
通
所

介
護
は
引
き
下
げ
幅
が
大
き

か
っ
た
た
め
か「
減
っ
た
」と
い

う
割
合
が
高
く
、
報
酬
改
定
の

影
響
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
人
材
に
関
す
る
設
問
の

結
果
を
み
て
み
よ
う
。
人
材
の

定
着
率
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
と
し
て
、
企
業
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
面
談
や
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
り
、
介
護
職

員
や
登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
要
望
や

悩
み
事
を
聞
く
こ
と
と
定
着
率

と
の
関
係
を
み
る
と
、「
定
期
的

に
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
る
」企

業
や「
気
が
つ
け
ば
聞
い
て
い

る
」と
す
る
企
業
で
は
、
定
着
率

が「
高
い
」と
す
る
割
合
が
５
割

を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
、「
あ

ま
り
聞
い
て
い
な
い
」と
す
る
企

業
で
の
同
割
合
は
26
・
８
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
る（
図
1
）。
ま

た
、
社
員
旅
行
や
飲
み
会
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
職
員
の
親
睦
を

深
め
る
機
会
が
あ
る
こ
と
と
定

着
率
と
の
関
係
を
み
て
も
、「
定

期
的
に
設
け
て
い
る
」と
す
る
企

業
で
は
定
着
率
が「
高
い
」企
業

が
59
・
２
％
を
占
め
る
の
に
対

し
、「
不
定
期
に
設
け
て
い
る
」

「
設
け
て
い
な
い
」と
す
る
企
業

で
は
５
割
に
満
た
な
い（
図
2
）。

企
業
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
重
要
性
は
介
護
福
祉
経
営

に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
層
で
あ
る
介

護
福
祉
経
営
士
に
は
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。

最
後
に
事
業
展
開
に
つ
い
て

み
て
み
よ
う
。
訪
問
介
護
・
通

所
介
護
に
つ
い
て
、
事
業
を
拡

大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
企
業

の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
30
・

３
％
、
28
・
３
％
だ
っ
た
。
一

方
で
、
撤
退
や
縮
小
を
考
え
て

い
る
企
業
は
、
訪
問
介
護
で
８
・

６
％
、
通
所
介
護
で
８
・
４
％

あ
っ
た（
図
3
、
4
）。

訪
問
・
通
所
介
護

以
外
で
新
規
に
進
出

し
た
い
介
護
保
険
対

象
の
事
業
に
つ
い
て

は
、「
居
宅
介
護
支

援
」が
25
・
０
％
で

最
も
多
く
、「
訪
問

看
護
」９
・
９
％
、「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
」６
・
５
％
、「
認

知
症
対
応
型
共
同
生

活
介
護
」４
・
９
％
と
続
く
。

保
険
外
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
な
い
企
業
に
つ
い
て
、

新
規
参
入
の
意
向
を
み
る
と
、

「
独
自
の
事
業
と
し
て
参
入
し
た

い
」が
28
・
８
％
、「「
横
出
し
」

の
範
囲
内
で
参
入
し
た
い
」が

19
・
２
％
と
、
関
心
を
も
つ
企

業
が
48
・
０
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
る（
図
５
）。

事
業
規
模
拡
大
に
意
欲
的
な

経
営
者
は
い
る
も
の
の
、
保
険

外
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
は
消
極

的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
し

か
し
、
現
状
の
介
護
保
険
制
度

と
そ
の
取
り
巻
く
環
境
に
お
い

て
、
保
険
内
サ
ー
ビ
ス
の
み
に

頼
る
経
営
に
は
限
界
が
み
え
る
。

保
険
外
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
含

め
た
事
業
の
拡
大
や
多
角
化
こ

そ
が
、
介
護
業
界
を
生
き
残
る

必
須
命
題
で
あ
る
。

自
介
護
事
業
所
が
多
角
化
経

営
に
よ
り
利
益
を
生
み
出
し
て

い
く
こ
と
は
、
従
業
員
満
足
度

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
介
護
基
盤
の
充
実
、
そ
し
て

雇
用
の
創
出
へ
と
つ
な
が
り
、

ひ
い
て
は
地
域
再
興
の
足
掛
か

り
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。

介
護
保
険
に
依
存
す
る
経
営

体
質
で
は
、
事
業
経
営
の
先
細

り
は
明
ら
か
で
あ
る
。
介
護
福

祉
経
営
士
に
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル

へ
の
転
換

の
推
進
役

と
し
て
活

躍
い
た
だ

き
た
い
。
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５
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（注）　訪問介護が赤字の企業では、「拡大したい」の割合が26.8％、「縮小・撤退したい」の割合が
　　　13.5％となっている。

（注）　通所介護が赤字の企業では、「拡大したい」の割合が26.6％、「縮小・撤退したい」の
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１
月
30
日（
土
）、
学
士
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）に
て
、
日

本
医
療
経
営
実
践
協
会（
医
療

経
営
士
）主
催
に
よ
る
２
０
１

６
年「
新
春
講
演
会
」＆「
新
春

の
集
い
」が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
の
新
春
講
演
会
で

は
、
東
京
大
学
第
28
代
総
長
を

務
め
、
現
在
プ
ラ
チ
ナ
構
想

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
小
宮
山

宏
氏
が「『
プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
実

現
』〜
地
域
医
療
は
ど
う
変
わ

る
の
か
〜
」を
テ
ー
マ
に
登
壇
。

世
界
史
上
未
だ
経
験
の
な
い
急

速
な
超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た

日
本
が
、
課
題
解
決
先
進
国
と

し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く

た
め
の
輝
か
し
い
未
来
像
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

小
宮
山
氏
の
講
演
の
後
、
同

館
内
の
別
会
場
へ
移
り
、
新
春

の
集
い
が
開
催
さ
れ
た
。
開
会

に
伴
い
、
主
催
者
挨
拶
と
し
て

吉
原
健
二
代
表
理
事
が
登
壇
。

現
在
の
政
策
は
経
済
成
長
一
辺

倒
で
、
必
ず
し
も
医
療
界
に
お

い
て
好
ま
し
く
な
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
や
っ
て

い
て
は
ダ
メ
、
今
ま
で
の
考
え

方
や
価
値
観
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

続
い
て
、
第
３
回「
医
療
経

営
士
１
級
」合
格
者
11
人
を
代

表
し
、
宮
下
崇
氏（
順
天
堂
大

学
医
学
部
附
属
静
岡
病
院
医
療

保
険
室
係
長
）が
乾
杯
の
音
頭

を
と
っ
た
。
し
ば
し
の
歓
談
を

経
て
、
第
４
回
全
国
医
療
経
営

士
実
践
研
究
大
会（
金
沢
大
会
）

で
演
題
発
表
の
審
査
委
員
長
を

務
め
た
川
渕
孝
一
氏
が
壇
上

に
。
発
表
内
容
の
総
評
や
審
査

方
法
の
課
題
等
に
つ
い
て
総
括

し
た
後
、
最
優
秀
賞
受
賞
者
の

髙
玉
敬
洋
氏（
帯
広
厚
生
病
院

事
務
次
長
）ら
に
よ
る
受
賞
の

喜
び
の
声
が
伝
え
ら
れ
た
。

職
員
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
義
を
実
感
す
る
こ
と
で
、

利
用
者
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
を

２
０
１
６
年
1
月
23
日（
土
）

に
、
日
本
医
療
企
画「
も
と
み

や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
」に
て
、

日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育

協
会
主
催
に
よ
る
第
1
回
介
護

福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
礎
講
座

「
介
護
職
員
が『
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』を
学
ん
だ
ら
…
」が
開
催
さ

れ
た
。
介
護
施
設
・
事
業
所
の

職
員
を
対
象
に
、
介
護
現
場
に

お
い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点

を
加
え
る
こ
と
で
、
現
場
の
改

善
を
図
り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る
意
識

を
養
う
こ
と
が
目
的
。

馬
場　

博 

氏（
一
般
社
団
法

人C.C.net

チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）を
講
師
に
迎
え
た
同
講

座
は
、
テ
キ
ス
ト
に
同
氏
編
集

の『
は
じ
め
て
学
ぶ
介
護
福
祉

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』（
日
本
医
療

企
画
刊
）を
用
い
、
テ
ー
マ
ご

と
に
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
演
習
を
中
心
に
実
施
さ
れ

た（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
左
記
参

照
）。
講
座
を
修
了
し
た
人
に

は
、
当
協
会
よ
り「
修
了
証
」を

発
行
す
る
。
職
員
が
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
意
義
を
実
感
す
る
こ
と

で
、
利
用
者
満
足
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。
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介
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介
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を
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右
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で
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思
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。

講
座
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者
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で
に
介
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福
祉
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営
士
資
格
を

有
す
る
人
た
ち
の
た
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、
今
回

の
講
座
で
得
た
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識
を
事
業
所

内
研
修
に
活
か
そ
う
と
考
え
て

い
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模
様
。

職
員
が
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り
が
い
を
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勤
務
で
き
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場
づ
く
り
、
利

用
者
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
今
後
も｢

マ
ネ
ジ
メ
ン

ト｣

を
学
ぶ
機
会
が
重
要
と
な

る
だ
ろ
う
。

医
療
経
営
士
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ま
何
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す
べ
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設
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に
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問
わ
れ
る
、そ
の
真
価

「
新
春
講
演
会
」
＆
「
新
春
の
集
い
」
開
催

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会

セ
ミ
ナ
ー
レ
ポ
ー
ト
「
介
護
職
員
が
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
学
ん
だ
ら
…
」

科目 講義内容

【1】介護の本質を考えよう（命
題を考える）

1 介護とは
2 介護サービスとは
　《グループワーク》「良い・質の高い介護サービスとは」
3 介護職に求められる倫理感
4 良い介護サービスを実現するためには

【2】マネジメントの基礎を学ぼう
①（基本を理解する）

1介護福祉サービス業経営に必要な6つの要素

【3】マネジメントの基礎を学ぼう
②（実践力を高める）

1 リーダーシップ論
　《演習》コミュニケーション力の評価
　《演習》 リーダーシップ力の評価 
2 社会に貢献する組織をつくる
　《演習》通所介護の収支改善

【４】介護福祉事業の基礎知識 
（現状を理解し、解決策を探る）

1 高齢化の進展と拡大する介護サービス市場
　《グループワーク》「これからの介護保険外サービス」
2 地域包括ケアを学ぶことで地域の役割を理解する
　《グループワーク》自分の会社・法人が地域包括ケアで

求められる役割とは？
3 介護人材の見通しと確保の方策
　《グループワーク》「介護の仕事の魅力、誇れる部分とは
どのようなものか」
　「どのように伝え、確保に結びつけるか」

【5】まとめ（実践に落とし込む） 《演習》自身の仕事で経営マネジメントの知識・視点をどう
活かす? ⇒ どのような効果が期待できる?

介護は人間修行
一生かける価値ある仕事
A5 判／ 128 ページ
定 価：本体価格 1,800 円 + 税
ＩＳＢＮ：978-4-86439-407-9 

《著者》黒澤 貞夫（介護福祉指導教育推進機構 代表理事）

新刊・セミナー案内

『介護は人間修行  一生かける価値ある仕事』
出版記念セミナー

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

2016年2月号
（2016年1月20日発売）

詳しくは　介護ビジョン　　検索

わかる・使える・明日が見える

●毎月20日発行
●定価：1,296円（税込）
●定期購読料：15,552円（税込）

総 力 特 集

人・モノ・カネ・
情報を網羅した
介護経営月刊誌

介護施設の経営者が常に意識しなければならないのは、自施設の経営、すなわちお金の動きだ。今回の特集では、
スムーズな資金調達の方法を金融機関への取材をもと詳しく解説。また、ヘルスケアに特化したファンドやリート
等のマネー関連の最新トレンドをはじめ、介護事業者に役立つ助成金一覧も網羅している。

今すぐ実践できる
新入職員研修

第２特集  介護事業者のための
金融・補助金M&A入門

「介護福祉マネジメント基礎講座」のカリキュラム

介護教員、介護職員、介護を志す人、一般市民等すべての人々のための書。
人を支えながら自身も成長する介護職の本当のやりがいに気づいていますか？
人生の達人が介護福祉の多様で豊かな世界を語ります。

本書は、一般社団法人介護福祉指導教育推進機構：代表理事の黒澤貞夫氏が、介護福祉
の世界に生きて60年、82歳にしてたどり着いた境地について熱く語り下ろしたものです。
その内容は、介護福祉の本質を論じたものです。その意味では介護福祉の原論と言えます。
すなわち介護福祉の原理、原則を示すもので、特に介護についてその根拠を理解し、自らの
現実に誇りと責任をもち、未来への希望を託するための書となりました。
2016年2月27日（土）には本書の出版記念セミナーがもとみやビルで開催されます。また、今夏
開講予定の｢介護福祉教育マスター講座｣のテキストとしても使用いたします。

【日　時】 2016年2月27日（土）　13:30～16: 00
【会　場】 日本医療企画「もとみやセミナールーム」
　　　　 （東京都千代田区神田東松下町17　もとみやビル3階）

【講　演】黒澤 貞夫（介護福祉指導教育推進機構 代表理事）
参加費 ： ▶ 介護福祉指導教育推進機構会員：2,000円（税込・書籍付き）

▶ 日本介護福祉経営人材教育協会会員：3,000円（税込・書籍付き）
▶ 一般：4,000円（税込・書籍付き）
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！ 問題
問題　高齢者住宅等について、以下の選択肢のうち、正しいものを1つ選びなさい。

［選択肢］
① 2007（平成19）年以降、総量規制の影響もあり、住宅型有料老人ホームの設置

が減少し、介護付き有料老人ホームの設置が増加している。

② 有料老人ホームの増加に伴い、入居一時金の返還に関するトラブルが多くなって

きたことを受け、2006（平成18）年に入居一時金の保全が義務付けられた。

③ 住宅宅地審議会答申（2000〈平成12〉）年において、市場重視の住宅供給から

公的な支出による住宅供給への政策転換が提言された。

④ 特別養護老人ホームへの入所待機者数は減少傾向にある。

⑤ 日本の要介護高齢者施設とケア付き住宅の数は、アメリカ、スウェーデンよりも

多い。

第４回介護福祉経営士2級資格認定試験（2013年７月13日）
※解答＆解説は４面に掲載しています。

Key
Word
Key
Word 「フレイル」

　人間は、歳をとればとるほど心身の機能が低下していきます。
いわゆる老化と呼ばれるものですが、加齢に伴い低下する心
身の機能に対して、私たちはどこか諦めに似た、自然の摂理と
してとらえてきました。そうしたなか、2014年、日本老年医学会
は、「フレイル」という新しい概念を提唱しました。「フレイル」とは

「虚弱（frailty）」のことです。様々な研究により、これまで加齢
が原因とされてきた老化現象のとらえ方に新たな視点が加わっ
たのです。
　「フレイル」の診断基準は、①1年で4.5kg以上の体重減少、
②自己評価による疲労感、③1週間の生活活動量から評価さ
れる活動量の低下、④歩行速度の低下、⑤握力などで評価し
た筋力低下――の5項目があり、このうち3項目以上に該当す
る場合を「フレイル」と定義します。この診断では、とくに筋肉が
重要視されています。これまで加齢に伴う身体機能の低下にお
いて、筋肉の健康は、脳や骨と比べるとそれほど注目されてきま
せんでした。ところが、筋肉に着目し、筋力を高めることにより、
改善が見込めないとされていた老化現象を、改善できることがわ
かってきたのです。
　「フレイル」に該当するような高齢者は、転倒や骨折、認知
症をはじめとする疾患を発症するリスクが高く、日常生活動作

（ADL）の低下、入院から死亡につながることが多いとされてき

ました。一般的に高齢者の場合、障害を抱えてしまうと、その障
害を改善させることが難しく、負のスパイラルに堕ち込んでしまい
ます。しかし、「フレイル」の場合、栄養の改善や適切な運動、日
常生活を見直すことにより、身体状況を良くすることができるの
です。これまで健康な状態に戻ることができないととらえられてい
た老化を、より健康な状態に戻すことができるとされたのです。
　「フレイル」の概念には、骨格筋を中心とした「身体的なフレ
イル」だけでなく、認知機能の低下やうつなどの「こころ・心理の
フレイル」や社会的要因を含む「社会的なフレイル」の3つの要
素が含まれています。超高齢社会において、誰もがいつまでも
心身ともに健康で自立した生活を送り続けたいと望んでいます。
これら3つの「フレイル」をバランスよく整えるためには、個々人
の筋力を高めるだけでなく、社会全体の健康、とりわけ予防に対
する意識が重要となるでしょう。
　何よりも「フレイル」の診断は、簡便に行うことができます。訪
問・通所系サービス、施設系サービスにおいても、利用者の診
断を行うことが可能でしょう。診断に基づき、適切な改善策を提
示し、実践できれば、豊かな超高齢社会を築く一歩を踏み出す
ことになるでしょう。

参考文献：『国民の栄養白書 2015-2016年版』
　　　　 （日本医療企画刊）

「介護福祉教育エキスパート」養成講座
受講生募集

講座内容

黒澤貞夫

第1日目（4時間）　※午後から開催
【第1部：介護とは】
第2日目（8時間）
【第2部：介護専門職としての職業観】
【第3部：介護における教育者像】

講師紹介

 会場名 第１日 第２日

 東京会場 2016年3月19日（土） 2016年3月26日（土）

受講対象
介護職員初任者研修教員、実務者研修教員、介護福祉士養成教員、介護現場の研修担当者等、介護福祉分
野のすべての教育・指導に係る方を対象とします。

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）

受 講 料 28,620円（税込）※課題図書をお持ちでない方
27,000円（税込）※課題図書をお持ちの方

一般社団法人介護福祉指導教育推進機構代表理事、
日本生活支援学会会長

同講座は、介護福祉教育の基本について学び、人間性・社会性を磨くための教育ができる人材を育成することを目的としています。

管理栄養士のための新資格“栄養経営士”
養成テキストシリーズ創刊！

© arkgarden- Fotolia.com

オフィス ノワ　代表
（東京都品川区）

日本社会事業大学を卒業後、障害者施設、グループホーム運営会社
勤務を経て独立。
2015（平成27）年に「オフィスノワ」を設立。
介護福祉経営士2級、精神保健福祉士、介護支援専門員、行政書
士試験合格者。
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キ
ス
ト
は
合
格
後

も
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
べ
た
い
こ
と
や
確
認
し
た
い

こ
と
が
あ
る
時
に
す
ぐ
に
開
け

る
よ
う
、
事
務
所
の
本
棚
に
常

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

独
立
後
は
意
識
し
て
情
報
を

収
集
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
協
会
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

会
報
誌
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の

案
内
な
ど
は
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。
関
東
支
部
の
研
究
会
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
も
機
会
を
見
つ
け

て
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
知
識
を

良
い
形
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き

る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
場
で
他
の
会
員
の
方

と
お
話
し
で
き
る
こ
と
、
情
報

交
換
で
き
る
こ
と
も
本
当
に
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま

す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
2
級
」資

格
を
取
得
し
た
２
０
１
４（
平

成
26
）年
に
は
、
行
政
書
士
試

験
に
も
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
資
格
を
活
か
し
て
、

さ
ら
に
仕
事
の
幅
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
の
業
界
に
関
わ
っ
て
約

30
年
経
ち
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
満
足
し
て
も
ら
う
の
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
で
得
た
人
脈
や
経
験
が

大
き
く
実
を
結
び
、
自
ら
も
充

実
感
を
持
て
る
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
」を
こ
う
活
用
す
る
！

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
８
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、累
計
９
９
６
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

合格者の声

ご案内
介護福祉経営士出前説明会

「介護福祉経営士」を上司や同僚に勧めたいけど上手く説明

できない──。そんな方のために、日本介護福祉経営人材教

育協会では「介護福祉経営士」資格認定制度および資格のメ

リット、具体的な活用方法等について、詳しくお伝えすることを

目的に『出前説明会』を開催している。費用は無料。お問合

せ・お申込み先は、一般社団法人日本介護福祉経営人材教

育協会：メール info@nkfk.jpまたはFAX03 -3256 -0572
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「介護福祉経営士2級」
過去問にチャレンジ！
【解答】 ②
【解答・解説】
×①2007（平成19）年以降、総量規制の影

響もあり、介護付き有料老人ホームの
設置が減少し、住宅型有料老人ホーム
の設置が増加している。

○②設問のとおり。さらに、老人福祉法が改
正（2011年6月成立）され、事業者が受
領できる前払金は、「家賃、敷金及び介
護等その他の日常生活上必要な便宜の
供与の対価」（「家賃等」）とされ、「権
利金その他の金品」名目での受領が禁
止された。（老人福祉法第29条第6項）

×③公的な支出による住宅供給とスクラッ
プ・アンド・ビルドというフロー型の住
宅供給が戦後の住宅政策であり、2000
（平成12）年の住宅宅地審議会答申に

解答 解説&
より、住宅宅地ストックを社会的資産とし
て活用する「市場重視」「ストック重視」
への転換が提言された。

×④特別養護老人ホーム（指定介護老人福祉
施設）への入所待機者数は増加傾向にあ
り、入所者数とほぼ同数の待機者がいる
状況である。

×⑤アメリカ、スウェーデン、デンマーク、英国
に比べて我が国では、高齢者が居住でき
る施設や高齢期に配慮した住宅構造で生
活支援や安否確認等の必要に応じた介護
サービスを付加できるケア付き住宅が圧
倒的に少ないことが判明している。

＜テキスト『介護福祉経営士』の該当ページ＞
『基礎編Ⅱ　３巻』p. 96～114、186～203
※解答・解説は株式会社日本医療企画が作成しました。

http://www.jmp.co.jp/
●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5125

お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

介護福祉経営士実行力シリーズ
第 1 巻  ES向上型人事制度で人を育てる　志が伝わる介護事業所づくり
第 2 巻  よくわかる　実地指導への対応マニュアル
第 3 巻  介護事業の基礎力を鍛える　コンプライアンス経営
第 4 巻  経営ビジョンを戦略的に実現する　「介護会計」のすべて
第 5 巻  めざす介護を実現する　高齢者住宅・施設の建築デザイン戦略
第 6 巻  現場の成功事例から学ぶ　安全な介護を実現する事故・トラブル防止術
第 7 巻  よくわかる　地域包括ケアの理論と実践　─社会資源活用術
第 8 巻  導入から開発、ソリューションまで　ICTが創造する業務イノベーション
第 9 巻  新しい福祉機器と介護サービス革命　導入の視点と活用のポイント
第10巻  成功する「差別化・情報」戦略　ブランディングによる人の集め方・活かし方
第11巻  プロ意識を高め、思いやりの心を磨く！　一流の介護職員が育つ奇跡の人材育成法
第12巻  ここで差がつく！　次代をリードする人材を獲得するための採用戦術
第13巻  職員の健康をマネジメント！　企業価値を高める“攻め”のメンタルヘルス対策
第14巻  介護業界で生き残る　経営計画・事業計画のつくり方

推薦図書☞介護福祉経営士サブテキスト
実行力シリーズ 14 介護業界で生き残る 経営計画・事業計画のつくり方

●
本
体
価
格
１
８
０
０
円
＋
税

●
Ａ
５
判　

２
３
６
ペ
ー
ジ

●ISBN
978-4-86439-331-7

第

○分析から計画、実行、管理までわかりやすい６つのステップ

○自法人の分析、本質的課題が一目でわかるオリジナル評価表付き

○社会福祉法人の中期経営計画など、計画書策定のモデル事例収録

本書では、独立行政法人福祉医療機構において実施している福
祉貸付事業やコンサルティングの実績などをもとに、経営計画・
事業計画の策定手法を解説しています。初めて事業計画書をつ
くる経営者であってもイメージしやすいように、具体的に介護業
界の分析の視点に置き換えて解説していき、自社の立ち位置の
把握、取り組み事項の抽出などができる構成にしています。初心
者からベテランまで幅広く活用できる手引き書です。

独立行政法人 福祉医療機構
本地 央明（経営サポートセンター リサーチチーム リーダー） 
中野 佑一（経営サポートセンター コンサルティングチーム 主査）

《著者》

管
理
者
や
看
護
師
ら
70
人
が

訪
問
看
護
の
業
務
改
善
を
議
論

日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教

育
協
会
関
西
支
部
は
、
１
月
９

日（
土
）、
大
阪
市
北
区
の
新
日

本
有
限
監
査
法
人
大
阪
事
務
所

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
研
究
会

「
持
続
可
能
な
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

在
り
方
の
追
求“
〜
地
域
包
括
ケ

ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ナ
ー
ス

〜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
輝
か
せ
る

訪
問
看
護
師
の
育
成
”」を
、
日

本
医
療
経
営
実
践
協
会（
医
療
経

営
士
）関
西
支
部
と
合
同
で
開
催

し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
の“
要
”

で
あ
る
訪
問
看
護
。
そ
の
業
務

改
善
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
研
究
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

訪
問
看
護
事
業
所
の
管
理
者
や

看
護
師
ら
を
中
心
に
70
人
規
模

の
盛
会
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
石
井
富
美
氏（
多
摩
大

学
医
療
・
介
護
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
研
究
所
フ
ェ
ロ
ー
）が
訪
問
看

護
の
課
題
と
論
点
を
整
理
。
石

井
氏
は
、｢

訪
問
看
護
を
量
的
に

も
機
能
的
に
も
拡
大
さ
せ
、
地

域
包
括
ケ
ア
へ
対
応
し
て
い
く

に
は
、
組
織
規
模
に
合
わ
せ
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
不

可
欠｣

と
、
訴
え
た
。
続
い
て

現
場
か
ら
、
小
川
真
理
子
氏（
よ

ど
き
り
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
所
長
）が
訪
問
看
護
師
の
育
成

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説
し

た
。パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中

堅
看
護
師
２
人
に
加
え
、
松
本

祥
敬
氏（
星
ヶ
丘
医
療
セ
ン
タ
ー

総
務
企
画
課
長
補
佐
兼
地
域
医

療
連
携
室
長
）と
田
中
美
子
氏

（
東
高
瀬
川
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）

が
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
今
後

の
訪
問
看
護
経
営
の
在
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

実
際
に
事
務
方
と
し
て
訪
問

看
護
事
業
所
の
開
設
に
携
わ
っ

た
松
本
氏
は
、｢

事
務
職
、
看
護

師
を
含
め
た
多
職
種
連
携
が
訪

問
看
護
経
営
の
要
。
そ
の
た
め

に
も
組
織
が
同
じ
将
来
像
を
持

ち
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ｣

と
、
主
張
。
ま
た
、

田
中
氏
は
、｢

訪
問
看
護
事
業
所

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
っ
た
看
護
師
が
集

ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

い
か
に
看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
を
活
か
し
、
円
滑
な
運
営
に

つ
な
げ
る
か
が
介
護
福
祉
経
営

士
、
医
療
経
営
士
の
役
割
で
は

な
い
か｣

と
述
べ
た
。

最
後
に
三
輪
恭
子
氏（
よ
ど
き

り
医
療
と
介
護
の
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
取
締
役
）が｢

地
域
で

活
躍
す
る
ま
ち
の
看
護
師（
Ｃ
ｏ

ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｎ
ｕ
ｒ
ｓ

ｅ
）｣

と
題
し
て
講
演
。｢

病
気

に
な
る
前
の
生
活
管
理
が
、
今

後
、
看
護
師
の
大
き
な
役
割
と

な
っ
て
く
る
。
病
院
の
看
護
師

か
ら
、
訪
問
看
護
師
へ
重
要
度

は
よ
り
移
行
し
て
い
く
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か｣

と
、
今
後
の

訪
問
看
護
の
重
要
性
を
再
度
、

確
認
し
た
。
訪
問
看
護
事
業
所

の
管
理
者
を
務
め
る
参
加
者
か

ら
は｢

現
場
職
員
が
管
理
す
る

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

や
は
り“
経
営
”が
欠
け
て
い
る

と
感
じ
た
。
我
々
が
介
護
福
祉

経
営
士
・
医
療
経
営
士
を
取
得

す
る
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う｣

と

の
声
が
聞
か
れ
た
。

関
西
支
部

　セミナー案内

災害に備えた介護事業者の自助・互助のあり方を考える
一般社団法人全国介護事業者協議会

災害時に備えた介護事業者の自助・互助のあり方について行った調査研究の報告を兼ねた
講演会を開催。基調講演のほか、「災害時相互支援ネットワーク」設立の呼びかけと同
ネットワークへの参加申込みの受付も同時に行う予定。東日本大震災の復旧・復興過程で
得られた最新の防災や支援の継続性維持に関する知見を提供する。
■基調講演 ： 震災復興と介護イノベーション
　　　　　　　小笠原浩一氏（東北福祉大学大学院教授、一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会理事）

■参 加 費 ： 講演会無料
■お問い合わせ ： 一般社団法人全国介護事業者協議会
　　　　　　　　電話03-5289-4381　E-mail  info@minkaikyo.info

〈東 京〉
■日　時 ： 2016年2月20日（土） 10：30～12：00
■会　場 ： TKP大手町カンファレンスセンター（東京都千代田区大手町1-8-1KDDI大手町ビル）

〈大阪〉
■日　時 ： 2016年3月19日（土） 13：00～16：00
■会　場 ： マイドームおおさか　第1・第2会議室（大阪府大阪市中央区本町橋2番5号）

　セミナー案内

2016年度
診療報酬改定とこれからの地域連携を徹底研究！
在宅復帰機能を強化する病院経営セミナー
地域包括ケアシステムの構築を見すえた2016年度診療報酬改定が目前
に迫っている。これからの病医院経営は、地域連携と在宅復帰・在宅
支援機能の強化なくして将来展望は描けない。主に中小病院・診療所
が今後打ち出していく経営戦略のポイントについて深掘りしていく。

○講演1
医療再編時代の病院×介護の連携
遠藤正樹氏（医療法人社団康明会常務理事、法人本部長）

○講演2
機能訓練特化型デイサービスと連携する
診療所経営モデル（仮）
梅沢義裕氏（医療法人社団青い空にナナカマド、田園調布ファミリークリニック院長）

○講演3
2016年度診療報酬改定と
地域包括ケアを踏まえた病院経営戦略
仲井培雄氏（医療法人社団和楽仁理事長、地域包括ケア病棟協会会長）
※講演内容等は、変更する場合がございます。

■日　時 ： 2016年3月12日（土） 15：00～19：00
■会　場 ： 株式会社日本医療企画　もとみやセミナールーム
　　　　　（東京都千代田区神田東松下町17番地　もとみやビル3階）

■参加費 ： 3,000円（介護福祉経営士・医療経営士）、
　　　　　5,000円（一般）※消費税込

■主　催 ： 株式会社日本医療企画

■共　催 ： QLCプロデュース株式会社

■後　援 ： 日本介護福祉経営人材教育協会関東支部、
　　　　　日本医療経営実践協会関東支部

■お問い合わせ ： 
　株式会社日本医療企画 セミナー事務局
　電話03-3256-2885




